
本
尊
法
楽 

 

先
祖
供
養 

 

謹
白 

春
季
酣
わ
の
候 

貴
家
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す 

さ
て 

毎
年
恒
例
の
「
本
尊
大
祭
」
を
左
記
要
綱
に
て
厳
修
い
た
し
ま
す 

開
白
か
ら
三
日
三
晩 

本
尊
薬
師
如
来
御
開
帳
の
下 

数
多
の
灯
篭
を
荘
厳
し
て
檀
信

徒
各
家
精
霊
へ
回
向
を
捧
げ
る
万
灯
万
華
供
養
会
を 

一
日
三
座 

計
九
座
に
わ
た
っ

て
奉
修
し 
５
月
８
日
に
は
岡
山
市
内
有
縁
の
真
言
宗
寺
院
様
に
ご
参
集
い
た
だ
い
て 

結
願
の
法
楽
を
捧
げ
ま
す 

 

檀
信
徒
各
家
精
霊
の
菩
提
を
至
心
に
祈
念
す
る
と
と
も
に 

こ
の
世
が
明
る
く 

人
々

が
幸
福
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う 

本
尊
の
倍
増
法
楽
を
念
願
致
す
と
こ
ろ
で
す 

檀
信
徒
皆
さ
ま
に
は 
お
く
り
合
わ
せ
お
参
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す 

合 

掌 
 

 

令
和
七
乙
巳
年
三
月
吉
日 真

言
宗
御
室
派  

薬 

園 

山  

長 

泉 

寺 

住 
  

 

職 

龍
門 

名
誉
住
職 

光
研 

総 

代 

会 

一
同 

檀
信
徒
各
家
御
中 

  
 

 
 

 
 

 
 

記 
 

◆ 

塔 

婆 

供 

養 

料  

一
基 

二
千
円 

◆ 

灯 

篭 

供 

養 

料  

一
灯 

二
千
円 

塔
婆 

灯
篭
の
申
込
み
は 

準
備
の
都
合
上 

５
月
２
日
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す 

◆ 

位 

牌 

供 

養 

料  

一
基 

三
千
円 

位
牌
供
養
で
は 

お
位
牌
を
当
山
本
尊
の
そ
ば
に
祀
り 

大
祭
中
三
日
三
晩
ご
供
養
い
た
し
ま
す 

 

特
に 

一
年
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
御
方
の
お
位
牌
を
祀
る
檀
信
徒
様
に
は 

可
能
な
限
り
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す 

お
位
牌
は 

５
月
５
日
午
後
６
時
半
ま
で
に
当
山
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い  

大
切
に
お
預
か
り
し 

ご
供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
万
灯
万
華
供
養
会 

 
        

  

５
月
５
日  

午
後
六
時
半 

法
要
／
法
話  

〃 

６
日  

午
後
六
時
半 

法
要
／
法
話 

〃 

７
日  

午
後
六
時
半 

法
要
／
法
話 

 

□
結
願 

中
曲
理
趣
三
昧
法
要 

 
 

 

５ 

月 

８ 

日
（木
）  

午
後
一
時
よ
り 

 

ご
挨
拶
／
ご
詠
歌
奉
納 

〃 

二
時
よ
り 

 

中
曲
理
趣
三
昧
法
要 

  

真
言
宗
岡
山
結
衆
寺
院 

〃 

三
時
半
よ
り 

法
話
「
花
の
こ
こ
ろ
」 

能
化 

林 

康
悠 

師 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

真
言
宗
御
室
派 

行
願
院 

倉
敷
市
西
岡  

住
職 

〃 

四
時
頃 

 
 

お
接
待 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

終 

了 

以 

上 
 

万
灯
万
華
供
養
「本
尊
大
祭
」ご
案
内 


